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 5 章では、成田 TP と訪日インバウンド事業との対象比較を行った。比較のフレームとして、訪日イ
ンバウンド振興における主要テーマと主な観光行動のマトリックスを作成し、「100 Experiences in 
Japan」のコンテンツと成田 TP のコンテンツを分類した。成田 TP のコンテンツは、行政担当者やガイ












した成田 TP の展開と訪日インバウンドプロモーションの連携の可能性を提示した。 
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2020 年 4,000 万人、2030 年 6,000 万人などの目標を確実に達成のために、大きく 2 つのキャンペーンを
実施している。一つ目が、2003 年から国土交通省が中心に官民一体となって実施されている Visit JAPAN 






JNTO は、欧米豪に主に存在する訪日無関心層に対して「Enjoy my Japan」という国や地域の垣根を超え
たグローバルキャンペーンを 2018 年から実施している。ここでは主に訪日無関心層が日本に興味関心を
持つ 7 つのテーマを設定し、デジタルマーケティングを行っている。 
トランジットツーリズムとは、旅行者が空港で乗り継ぎを行う間の 24 時間以内の短期滞在の観光












研究において、到着空港がその国全体のイメージ形成に与える影響 (Martincejas, 2006)、TP が中継国へ







① 成田 TP の実態把握 
② 訪日インバウンドプロモーションの実態把握 






















































①海外の TP の文献調査 
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①Visit Japan Campaign の文献調査 
Visit Japan Campaign について、事業報告書やプロモーション方針・計画書、国別の市場調査レポー
トを用いて文献調査を行った。 
②Enjoy my Japan の文献調査とヒアリング調査 




































































成田TP 公式ホームページ Narita Airport Transit & Stay Program 
https://www.narita transitprogram.jp/
国土交通省 2014 「トランジット旅客の訪 日観光促進事業の進め方について」 
https://www.mlit.go.jp/common/001055476.pdf


















を行っており、協賛会員として観光事業者や観光施設が加盟している。成田 TP の参加者は現在年間約 1




理する。その後、海外で行われている TP を整理したうえで、日本の TP の位置づけや特徴を把握する。 




ン施策については JNTO の各部署にヒアリング調査を行う。 
図 １ 成田空港の位置 
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 5 章では、3 章と 4 章の結果を踏まえて、成田 TP で提供されるコンテンツをインバウンドプロモーシ
ョンの観点から評価するマトリックス図を作成し分析を行う。 
 6 章では、訪日インバウンドプロモーションに対する成田 TP の活用可能性を、5 章の分析結果と利用
者評価、提供者側へのヒアリング調査から活用可能性を検討する。成田 TP をインバウンドプロモーショ
ンに活用する際に直面する課題について考察をする。 


































るオリジナルの DI があり、それをガイドブックやインターネットなどの 2 次情報で調べることによって
DI を修正していく。そしてポジティブなイメージ形成ができた目的地に旅行先を絞っていく。観光プロ
モーションでは、2 次情報の修正に対して政府観光局や DMO、旅行会社などのプロモーターは観光客に
パンフレットや動画、SNS で情報発信を行うことで目的地のポジティブな DI 形成を促す。旅行者は訪問
意欲の高く渡航条件をクリアした目的地を決定し実際に渡航する。渡航先で観光体験をすることで、自
らが経験した情報によって DI が修正され、ポジティブなイメージになれば再訪意思に繋がる。 
 
図 ３「DI 形成と再訪」 Thang（2017）を基に筆者作成 
 
トランジットツーリズムに限らず観光分野において経験による DI 形成と再訪意思に関する研究は多
く、Zhang ら（2018）と Alessandro ら（2015）などが経験による影響を検証している。観光客が自ら経
験した 1 次情報は、他者から得る 2 次情報よりも強く DI 形成に影響を与えることができる。当然ながら
体験によるプロモーションを行うには、実際に観光客が目的地を訪れる必要があり実現の可能性は低い。
そのため最近は 2 次をより 1 次情報に近づけた VR や AR を用いた疑似体験によって観光プロモーショ
ンを行う観光組織も増えてきている。トランジットツーリズムでは、2 次情報による DI 形成と旅行先選





















韓国、香港、台湾の 3 つの国際空港は共に TP が用意されており、運営主体は韓国が空港運営会社であ
った一方、台湾と香港は政府観光局が主体となっていた。韓国は日本と同様に東アジアのハブ空港の機
能強化を国策で目指しており、TP も 8 コースで無料と他の 2 国よりも充実している。ツアー内容は伝統
やエンターテインメント、海岸、まち、寺院、ショッピングなどテーマごとに分けられたプログラム構成
になっている。 






香港は、香港の中心地を巡る約 8,000 円のコースと空港周辺を巡る約 12,000 円の 2 コースが用意さ















東・東南アジアの国際空港の TP を見ていくとシンガポールのチャンギ空港での TP が充実している。
チャンギ空港の TP（図４）はシンガポール航空とシンガポール政府観光局、チャンギ空港の 3 者が共同
で運営を行っている。政府と航空会社、空港の 3 者が共同で運営を行っているのは世界の TP でも珍し
い。３者が共同で運営を行うことは、トランジットビザの法整備、インバウンドプロモーション、航空ネ


















費を増やすことを目的にしていると考えられる。カタールの TP は、以前は無料で提供されている TP で
あったが、人数増加による商業観点とプログラムの更なる充実のため 2018 から有償化が行われた。 
この他にユニークな TP が行われているのかヨーロッパ最大の国際ハブの一つであるオランダのスキ





ダ ム の 街を個人の好みに合わせて自由に散策することができ、地元の人と交図 ４ チャンギ空港 
19 
 











海外の TP と日本の成田 TP を比較し、成田 TP の位置づけを整理する。 
成田 TP の詳しいコンテンツ内容は 4 章で記述するが、成田 TP はガイドツアー、セルフツアー、バス







成田 TP の特徴の 1 つ目として、公共交通機関を使って移動することが挙げられる。多くの TP では時




成田 TP の特徴の二つ目として、ツアー数が豊富にあり、オランダの TP と同様に利用者の好みに合わ
せたコンテンツを柔軟に提供することができることがあげられる。また、TP 専用の公式ホームページを
持っており、多言語でコースの案内やイベント情報、ツアーの予約、FAQ など充実したサイトのつくり
となっている。また成田 TP 公式の Facebook や Instagram が開設されており、トリップアドバイザーの
口コミもあるなど、情報発信に力が入れられていることが特徴として挙げられる。他国と比較して遅く
開始したが、充実したプログラムとなっている。 
一方短所としては、ガイドツアーの受付時間が 9 時から 12 時までと短いことがある。これは成田 TP
が北米アジア間を移動するトランジット旅客をメインターゲットとしており、この乗り継ぎパターンに
1、 図 ５ ドバイ空港 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































空港周辺地域の状況把握のために ArcGIS Desktop によるネットワーク解析の到達圏機能を用いて観
光資源調査を行った。到達圏解析に利用した道路情報は 2018 年時の OSM を使用し、TP がバスで行わ
れていることを想定して時速 40 キロ設定で成田空港から片道 30、45、60 分で辿り着ける到達圏を解析
した。到達圏内で日本交通公社 2014 年に選定した「観光資源台帳」に掲載されている観光資源のうち評
価ランクが B 級1以上の観光ポイントを出力した（図７）。 




図 ７ 成田空港到達圏 
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客の実態把握を行った。主要国際基幹空港3 を利用する外国人旅行者の 1 割強がトランジット客であり、
年間で約 265 万人以上が日本を通過していることになる（図９）。そのうち約 31 万人は 6 時間以上の長
時間滞在しており、政府の東アジアのハブ機能強化政策により今後さらに増えていく可能性があること
から TP の潜在的利用者は多い。トランジット客の約 4 人に 1 人は直行便があるものの、経由便を利用
                                                     
2 一部配置上ラベリングを省略 
3 成田国際空港、羽田国際空港、中部国際空港、関西国際空港 







ら国や空港は TP の充実によりトランジット旅客を取り込むことが可能であるといえる。実際に成田 TP
の利用者はリピーターが多く、こうした人たちの中には TP を目的に乗り継ぎ空港を選択している。 
 















                                                     
4 コードシェア便やマイレージサービスの相互乗り入れなど旅客の利便性を図り、集客の向上を目的と
 
図 ９ トランジット旅客数 







ルタ航空に関しては、2020 年 3 月下旬から全成田路線を羽田に移管し、韓国の同じスカイチームであ
る大韓航空と共同事業を開始したことからデルタ航空のハブ機能は事実上仁川空港へ移る。 
 
図 １２ 「空港別乗り継ぎ前後地」出典：国土交通省、平成 28 年度国際航空旅客動態調査 
 
 





                   
 
トランジット旅客の乗り継ぎ空港選択がグローバルアライアンスのネットワーク戦略によって変化す





十年ほどで増加傾向にあり、2014 年には同じく増加傾向にある韓国をさらに上回り 2 位となっている。
図 １４ 「オセアニア欧州間」出典：国土交通省、平成
28 年度国際航空旅客動態調査 
図 １３ 「アジア北米間」出典：国土交通省、平成 28
年度国際航空旅客動態調査 
図  １５  「ア メリ カ東ア ジア間 の輸送 量」 Data: US Bureau of 













図  １６  航空会社別日米輸送量 Data: US Bureau of 





























乗り継ぎ OD パターンの整理から時刻表を参照に乗り継ぎの時間パターンを予測した（図２０）。 
始めに成田国際空港に到着便・出発便を時間と地域別に分けて整理した縦軸を 1 日当たりの便数、横
軸を時間としている。 





図  １７航空会社別日香輸送量 Data: US Bureau of 
Transportation Statistics, 2018, t-100 international 
market(all) 
図 １８ 航空会社別米韓輸送量 Data: US Bureau of 






午前到着      夕方以降出発 
アジア 58 便    -  北米 45 便 
北米 2 便      -  アジア 76 便 
欧州 17 便     -  オセアニア 12 便 







と国内地方は 1 日で乗り継ぎができず、翌日出発になる可能性がある（図１９）。 
 
 
図  １ ９  航 空 会 社 別 米 韓 輸 送 量 Data: US Bureau of 















3-3. 成田 TP 設立の経緯と狙い 



























































促進協議会が設立されてからの約半年後の 2015 年 3 月より「Narita Transit Program」として開始し
た。開始時のツアーはガイドが 3 コース、セルフが 2 コースの計 5 コースのみで受付時間は、北米アジ
ア間の乗り継ぎ時間に合わせて 9 時から 12 時までと設定し、予約は電話のみであった。開始時の年間利
用者数は約 1,700 人で一日４、5 人程度であった。2015 年 9 月からは公式 Facebook を開始し、現在フォ
ロワーは約 16 万人まで増加している。 
成田 TP は構想段階から観光庁が主導に検討や業務が行われていたが、2016 年より成田空港や周辺自
治体へ業務移管が行われた。これに際し、ツアー造成とプロモーションを一体的に行えるように「トラン
ジットプログラム WG」と「トランジットプログラムプロモーション WG」は合併し「成田空港 WG」が
誕生した。 







2017 年からは空港周辺の宿泊客も対象に加え「Narita Airport Transit ＆Stay Program」と改称した。
その後セルフツアーやバスツアーのコース増設が行われ、2019 年の 4 月には香取市が成田空港ワーキン
グに参加、香取市ツアーが開始したことで、現在の組織体制と 3 種 12 コースのプログラム内容になっ
た。成田 TP の運営資金は、2016 年までは国が補助金から来ていたが、業務移管以降は連絡会に所属す
る組織、企業、自治体の負担金で成り立っている。ほか、インバウンド事業に対し関東運輸局からプロモ

















運営組織である連絡会は、2 か月に 1 回ほど各所属組織から１、2 名程の代表者が集まり開催され、参
加者実績データの報告、組織間の情報共有、ツアーの改善関する議論が行われている。毎年 3 月には、航















3月 「Narita Transit Program」の開始
9月 Facebookアカウントを開設（現在約16万人がフォロー）
プログラム WG とプロモーション WG が合併し 「成田空港 WG」 が誕生
観光庁から業務移管、成田空港WGが運営の主導に
空港周辺の宿泊客も対象に加えて「Narita Airport Transit & Stay Program」に変更
ガイドツアーに「ウェルカム成田セレクトバスツアー」が追加
セルフツアーに「MEGAドン・キホーテ」「DIC川村記念美術館鑑賞」が追加

















図 ２３ 運営組織構造 



















NAA のグループ企業として、成田 TP ではカウンターや約 2２0 人いるガイド管理、育成、研修などの実
務を行っている。また Facebook や Instagram、TripAdvisor などの SNS を使った成田 TP の周知活動を
行っている。ボランティアガイドの管理では、ガイドの活動費・交通費の出納管理、控え室の整備、ガイ

































成田 TP では、佐原の伝統的水郷地区で文化体験を提供している。香取市は 2019 年 4 月から開始した
新しいコースである。香取市は商工観光課が成田 TP に関わる部署であり、市の Facebook での情報発信、
コンテンツ企画、受け入れ環境の整備を業務としている。インバウンド業務において専任の外国人職員
（タイ人 1 名、アメリカ人 1 名）を配置しており、外国人視点でインバウンド事業が行われている。成









はじめとした美味しい地元料理を口コミの拡散によって世界に PR することを目的に取り組んでいる。 
 
 芝山町 































写真 1 ボランティアガイド間での情報共有が行われる控室 
 





成田 TP はボランティアガイドと自治体ベースの観光地を巡るガイドツアーが５つ、TP 参加者が自ら
観光施設を巡るセルフツアーが 5 つ、ガイドが同伴し、観光バスで複数の観光地を周遊するバスツアー
が 2 つの、計 3 種類 12 コースが提供されている（表６、図２５）。 
ガイドツアーは、9 時～12 時に受付を行い、振興協会によってアサインされた担当ボランティアガイド
とともにコースを巡る。基本的に 1 グループ 6 人までとし、ボランティアガイドが一人付く。出発便に












写真 2 成田 TP 受付 
表 6 成田 TP 提供プログラム 
40 
 
成田空港( 2TL 9:40 発 / 1TL 9:50 発 )  
↓ 
房総のむら （栄町） 
10:40 着 11:40 発 
 ↓ 
道の駅 発酵の里こうざき （神崎町） 
12:20 着 13:20 発 
 ↓ 
水郷佐原山車会館・佐原散策 （香取市） 
13:40 着 14:40 発 
 ↓ 
成田空港( 2TL 15:30 着 / 1TL 15:40 着 )  
 











回の TP を通じて地方観光地に興味を持ったという回答があり、頻繁に訪日観光をする 1 グループも次
回は東京や大阪などの都市ではない日本のカントリーサイドの観光地に行きたいと回答があった。 
参加者属性 乗り継ぎルート 出身地 居住地 旅行目的 来日回数
ウィディアスティ家、6名 ニューメキシコ→成田→ジャカルタ インドネシア メキシコ 帰省 初めて
ザブスキー家、3名 ニューヨーク→成田→シンガポール フィリピン アメリカ 観光 成田空港の外に出るのは初めて
ホンボ家、2名 松本→成田→ハワイ アメリカ アメリカ 親戚の訪問 毎年1，2回





























4-2-1. Visit Japan Campaign 




中国、香港の 5 つがプロモーション市場であったが、現在 5 市場を含めたアジア欧米豪の 20 の国と地域
が重点市場に設定され海外事務所（中国市場は 3 か所）が置かれている。2018～2020 年度の訪日プロモ



















赤字は後記する Enjoy my Japan で設定されている無関心層に訴求力がある 7 つのテーマであり、地
方観光は青字で表した。 
アジアと北米を分けて考察を行うと、食と伝統に関しては共通して訴求力があり、自然も同様ではある
















































































































































































4-2-2. Enjoy my Japan 












7 つのテーマを設定した。Enjoy my Japan では、デジタルマーケティング技術を駆使して、訪日旅行への
関心・興味を効果的に高め、プロモーションの高度化を行っている。外国人監督によってターゲット層に
重なる外国人モデル（カップル、家族、中高）が日本各地でテーマごとの様々な体験を行う PR 動画が作
成された。この動画は YouTube や Facebook、Instagram などのオンライン広告、現地のテレビ CM な
どで活用され、大規模な広告展開を実施している。毎年、プロモーションによる無関心層の態度変容を測



























ウェブサイトが整備されていることを条件に全国の自治体・DMO から募集を行い、約 2100 件のコンテ
ンツが集まった。約 2100 件のコンテンツの中から外国人目線に沿って「コンテンツ造成」「受け入れ体
制の整備」ができているか評価を行い、評価の高い 100 件の代表コンテンツを「100 Experiences in Japan 
–Find the Japan of your Dreams!-」として Enjoy my Japan の 7 つのテーマに沿って訪日旅行パンフレッ
トを作成した。 
受け入れ体制では、旅ナカだけでなく旅マエにもチェックポイントがある。この基準で評価された結








 Wi-Fi の整備 
 クレジットカード対応 
















約 300 件のコンテンツは、JNTO が総力を挙げてデジタルマーケティングをメインに、商談会等の商品
素材や招請事業のルートづくりなどプロモーションに活用される。その中で地域とテーマのバランスを
考慮して代表事例として出来たのが 100 Experiences in Japan になる。募集で集まった約 2100 件すべて
のコンテンツは、コンテンツの磨き上げに向けて全地域へフィードバックされている。なお、成田 TP 自






5 章 コンテンツ分析 
 











Experiences in Japan」のコンテンツと成田 TP のコンテンツを分類した。成田 TP の参加者は、TP の特
性上、訪日無関心層と予測することができるため、欧米豪の無関心層に訴求力のある伝統、自然、アート、
食、まち、リラクゼーション、アウトドアの 7 つのテーマを主要テーマとした。100 Experiences のコン
テンツから、内容を細分化するため各テーマにサブテーマを設定した。 
また成田 TP 利用者属性として、北米在住者が 6 割、タイマレーシア等のアジア在住者が 3 割である
ことから、VJ 事業でアジアの国に訴求力があるテーマとして挙げられていたショッピング、ポップカル
チャー、先端技術を追加し 10 つのテーマとした（表９）。 
図 ２７ プログラム評価イメージ図 
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コンテンツは、テーマには 100 選の類別に則し、観光行動の類別には以下の基準を用いた（表１０）。 
アウトドアに関してはアウトドアアクティビティ内でメインとなる行動、景観等に着目し類別を行った。 






























者の評価として Trip Adviser の 185 件の投稿から評価に関する文言を抽出し、コンテンツごとに集計し
た。 
成田 TP は、市町別に提供プログラム（表１２）を 10 テーマ×5 アクティビティの 50 セルに類別して
記入、Trip Advisor で評価を得ていたコンテンツは赤字にし、括弧内に件数を入れた。潜在的なコンテン
ツは青字で記入した（表１３）。 
比較対象の 100 Experiences は、都道府県に提供プログラム（表１４）を同様に 50 のセルに類別して
記入した（表１５）。 
活用可能性を検討するために 100Experiences に成田 TP を重ね合わせた（表１６）。100Experiences の
コンテンツをベースとして成田 TP に類似するコンテンツは赤字、既にある観光資源で実現可能な潜在
的及び実現要望のあるコンテンツは青字で示した。100Experiences のカ提供バレッジには含まれないも






























表 11 分析フレーム 
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表 12 成田 TP 提供コンテンツリスト 
 
 
テーマ 番号 コンテンツ テーマ 番号 コンテンツ
一 【栄町】房総のむらで江戸時代の暮らしを体験する(6) 四二 【香取市】盆栽を鑑賞する(1)
二 【栄町】着物着付け体験をする(12) 四三 【佐倉市】DIC川村記念美術館で美術鑑賞をする
三 【多古町】あじさい祭りに参加する 四四 【芝山町】日本の家庭料理を食べる(1)
四 【多古町】多古米祭りに参加する 四五 【神崎町】地元の発酵食品を食べる・飲む(1)
五 【多古町】いきいきフェスタTAKOに参加する 四六 【多古町】多古米を食べる(2)
六 【成田市】祇園祭で山車を引っ張る(1) 四七 【多古町】地元の食材で作られた和菓子を食べる
七 【成田市】着物・袴の着付け体験をする(12) 四八 【成田市】名物のうなぎを食べる(15)
八 【成田市】三味線演奏を聴く(1) 四九 【成田市】日本酒を飲む(2)
(九) 【未定】華道体験をする 五〇 【６市町】日本食・名産品を食べる(42)"
(一〇) 【未定】餅つき体験をする 五一 【成田市】茶道体験をする(8)
(一一) 【未定】水引体験をする 五二 【神崎町】発酵の里こうざきで味噌玉を作る(1)
一二 【芝山町】観音教寺で鐘つき体験をする 五三 【多古町】多古あじさい館でおにぎり作りを体験する(2)
一三 【多古町】日本寺で鐘つき体験をする (五四) 【香取市】地元食材で日本料理を作る
一四 【成田市】写経体験をする (五五) 【香取市】お酒を水郷地区を周る船の上で飲む
一五 【成田市】芸者の踊りを観る(1) (五六) 【多古町】多古米を田んぼで食べる
一六 【成田市】歌舞伎のからくり時計を観る(1) 五七 【神崎町】発酵の里こうざきで伝統の発酵食品作りについて学ぶ
一七 【香取市】佐原の大祭を見学する 五八 【多古町】稲作について学ぶ
一八 【神崎町】神崎神社に参拝する（セルフ） 五九 【成田市】酒蔵見学をする(3)
一九 【成田市】日本庭園の池で鯉を鑑賞する(1) 六〇 【成田市】和菓子作りを見学する(1)
二〇 【栄町】房総のむらで江戸時代の歴史について学ぶ(6) (六一) 【香取市】酒蔵見学をする
二一 【芝山町】芝山はにわ博物館で歴史を学ぶ(2) 六二 【６市町】日本の食料品を買う(17)
二二 【香取市】水郷佐原山車会館で佐原の伝統について学ぶ(3) 六三 【多古町】地元の食材で作られて和菓子を買う"
二三 【成田市】表参道で歴史と伝統文化について学ぶ(34) (六四) 【成田市】バーや居酒屋などナイトタイムコンテンツを楽しむ
二四 【成田市】日本の商店について学ぶ(1) 六五 【栄町】房総のむらで江戸時代の遊びをする(6)
二五 【成田市】成田観光館で祇園祭について学ぶ 六六 【栄町】房総のむらで忍者のコスプレをする(6)
二六 【芝山町】観音教寺で歴史と伝統文化について学ぶ(3) 六七 【成田市】着物をレンタルしてまちを歩く(11)
二七 【芝山町】四所神社で歴史と伝統文化について学ぶ(1) (六八) 【成田市】成田ゆめ牧場で遊ぶ
二八 【多古町】日本寺で歴史と伝統文化について学ぶ(7) 六九 【香取市】佐原の歴史的地区を散策する(3)
二九 【成田市】新勝寺で歴史と伝統文化について学ぶ(70) 七〇 【成田市】表参道を散策する(37)
三〇 【成田市】護摩を見学する(23) 七一 【芝山町】航空科学博物館で航空機について学ぶ(1) 
三一 【香取市】香取神宮で歴史と伝統文化について学ぶ 七二 【香取市】古民家を利用したNIPPONIA 佐原に泊まる
三二 【成田市】宗吾霊堂で歴史と伝統文化について学ぶ 七三 【香取市】ザファームの自然の中でグランピングをする"
三三 【神崎町】発酵の里こうざきで伝統の発酵食品を買う 七四 【成田市】さくらの山公園でピクニックをする(1)
三四 【多古町】多古の田園風景を眺める(7) (七五) 【香取市】芋掘りなどの農業体験をする
三五 【多古町】多古町で花見をする(1) (七六) 【多古町】稲刈りなどの農業体験をする
三六 【多古町】あじさい庭園で綺麗なあじさいを観る (七七) 【成田市】大栄町で芋掘り体験をする
三七 【神崎町】利根川でのどかな河川風景を観る（セルフ）(2) 七八 【多古町】田園地帯を眺めながらサイクリングをする(14)
三八 【成田市】さくらの山公園で花見をする(1) 七九 【酒々井町】酒々井プレミアムアウトレットで買い物をする(1)
三九 【成田市】日本庭園の紅葉を観る(4) 八〇 【成田市】イオンモールで買い物をする
四〇 【芝山町】芝山はにわ博物館で美術品を鑑賞する 八一 【成田市】メガドンキホーテで買い物をする



































































































































































































表 14 100Experiences コンテンツリスト 
 
 

















































































































































































































































































































伝統 自然 アート 食 まち リラクゼーション
アウトドア ショッピ
ング









































































































































































































































































伝統 自然 アート 食 まち リラクゼーション
アウトドア ショ
ッピ




























光施設の活用は、運営上協賛会員でない民間企業に成田 TP として送客することが難しい。 
 
地域プロモーションに対する成田 TP の可能性 




























表 17 100Experiences と類似性が高い成田 TP のコンテンツ 
 
  





























































表 18 実現要望のあるコンテンツ 
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6 章 考察 
6-1. 訪日インバウンドプロモーションに対する成田 TP の活用可能性 








おいて、観光局や DMO、旅行会社などのプロモーターは観光客にパンフレットや動画、SNS を用いて 2
次情報で情報発信を行い、目的地のポジティブな DI 形成を促す。 


























































 5 章では、成田 TP と訪日インバウンド事業との対象比較を行った。比較のフレームとして、訪日イン
バウンド振興における主要テーマと主な観光行動のマトリックスを作成し、「100 Experiences in Japan」
のコンテンツと成田 TP のコンテンツを分類した。成田 TP のコンテンツは、行政担当者やガイドが認識


















































中する施設を中心にインバウンドに対する空港圏 DMO が必要である。既に案として空港圏 DMO は出















言語での提供が行われ成田 TP の充実を図ることができる。 









償でツアーを実施するのは難しくなる。現在成田 TP の有償化も検討されていることから、2 章で把握し
た海外 TP を先行事例として、2018 年に有償化を行ったカタールの TP が参考になると考えられ、成田







でさらに拡散していくだろう。また成田 TP の Trip Advisor 口コミは、TP 自体と地域に対する口コミが
同じコメント欄になっており、地域の魅力が埋もれていることがある。トリップアドバイザーで訪問地




実際に北米アジアを定期的に移動する VFR 客が、成田 TP を目的に乗り換え地を成田空港に設定してい
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 NAA ヒアリング調査回答のまとめ 
 振興協会ヒアリング項目と回答まとめ 
 自治体ヒアリング項目と回答まとめ 
 自治体 Web アンケート調査項目と回答 




2019 年 10 月 4 日 NAA ヒアリング調査回答のまとめ 
 
Narita Transit program の設立の経緯について 
Narita Transit program の始まりは 2014 年の「観光立国実現に向けたアクションプログラム」です。目的は二つあり。
一つ目は、通過客の再来日が目的。 二つ目は空港周辺地域の観光振興。 この二つを目的に 2014 年 9 月に「トランジット
旅客の訪日観光促進協議会」が設立された。 そこで具体的なトランジットプログラムのツアー造成が話し合われた。  




成田空港 WG の下部組織として、 「成田空港トランジットプログラム連絡会」があり現在は 「成田空港トランジット
&ステイプログラム連絡会」に改称している。この組織は運営実務を行っている。 メンバーは成田空港周辺の 6 自治体と





連絡会の中には、 先ほどの 3 組織以外にも協賛会員として、イオンモール成田、酒々井プレミアムアウトレット 、成















開始された 2015 年 3 月から 2016 年度まで国と県からの補助金はありました。 2017 年度からはなくなった。 現在は運
営ための補助金ではないが、関東運輸局からプロモーションに関する補助金として 500 万円を毎年いただいている。 これ
は関東運輸局が公募している地域連携を行った訪日プロモーション に対する補助金。 事業規模は 1000 万円以上で最大
500 万円を支給される。 毎年審査を受けており審査に通ると翌年補助金がもらえる。パンフレットを作ったり動画を作っ
たり SNS 配信のプロモーション料に使用している。応募条件は自治体が入っていること、交通事業者が入っていること、 
インバウンド事業を通じた地域活性化につながる事業という条件がある。プロモーションの結果は毎年 3 月に PV 数いく
つなど細く報告をする必要がある 。同じプロモーション内容は最大で 3 年までしかできない。  
 
連絡会の頻度について 






















ーケティングにも力を入れており、デジタルマーケティング に特化した会社に業務委託をしている。特に Facebook から
の予約がへ流入が多く、デジタルマーケティングの効果が出ている。2016 年の時には Facebook のフォロワーは 2000 人












時間設定は、プログラムを開始する前に調査したところほとんど客が 9 時から 12 時の間に受付に来た。そのため試しに 9
時から 12 時でスタートした。運営的なもう一つの理由はガイドの労務管理による。朝から夕方まで長時間ガイドを待機さ


















































































Facebook と Instagram を交互にアップしていて、記事の内容を作成は事務局の職員（2 人）が行っている。また NAA が
Facebook や Instagram 自体の周知を上げるために外注してファン数を稼いでもらっている。ツアーで食べられるもの、ツ
アーで体験できるもの、ツアーガイドさんの紹介を発信している。定期的に、NAA と外注先と協会とガイドさんで定期的

































































さまに喜んでもらいたいという人が多い。アンケート結果では、9 割の人が満足している。月参加者数 137 人(2015 年)- 
214 人(2016 年)- 585 人(2017 年)- 1023 人(2018 年)現在は一日約 30 人がバスツアーとガイドツアーに参加している。






おり、事業が似ているためボランティアガイドの管理など NAA から業務を委託した 





















成田市→成田ブランド推進室 3 人(内 1 人 NTP 担当)/観光振興係 7 人(内 3 人 NTP 担当)/観光施設係 3 人 
香取市→商工企業誘致班 5 人/園管理・物産班 4 人/観光班 9 人（内タイ人 1 人、アメリカ人 1 人） 
 トランジットプログラムに関する業務内容 
成田市→ガイドの募集・登録管理/コンテンツ企画/受入環境の整備 


















































































自治体 Web アンケートの質問項目と回答 
 
【１】トランジットプログラムに関わる部署、関係する外部組織について教えてください。 




成田空港の隣まちという好立地を活用して外国人観光客を誘客し多古町の良さを世界に PR するため 
【４】トランジットプログラムのホームページには記載されていない、貴町が推奨しているツアーコンテンツ（施設、体験、
イベントなど）がありましたらできるだけ教えてください。 
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• 到着空港がその国全体のイメージ形成に影響する (Martincejas, 2006)
• 体験を通じた観光プロモーションは、一次情報によるデスティネーショ
ンイメージの形成が可能(Tang et al.,2017)









































































Yeh et al. 2003 〇 △ △
McKercher et al. 2004 〇 〇 △
成川、屋井、高田他 2004 〇 〇 △
大井、屋井、高田 2005 〇 〇 △
大井、屋井、高田 2006 〇 〇 〇 △
安達 2006 〇 〇
Lohmann et al. 2009 〇 〇 〇
Maertens and Grimme 2015 △
Kincses et al. 2016 △ △
Tang et al. 2017 〇 〇 〇 △
Chung et al. 2017 〇 〇
花岡、康、宮本、角田 2017 〇 〇
Zhang et al. 2018 〇 〇










































東アジア 東南アジア ヨーロッパ 北米 南米




























午前中： アジア 欧州 地方
｜ ｜ ｜

















































































































































運営時間 9:00-16:00 7:00-18:00 10:00-18:00 8:30-18:15 9:00-22:00 8:00-23:45 8:00-22:00 24h 8:00-21:00 24h
ツアー料金 無料 無料 有料($570-810) 無料 無料 有料 有料 有料 有料 有料（QAR40-1250） 無料 有料（割引価格） 無料 無料
ツアー数 12 8 2 2 2 4 2 11 5 1
ツアー時間 3h-4h 1h-5h 5h-8h 4h 2.5h 2.5h-4h 6h- 2h- 2.5h-9h 6h-
バスツアー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
セルフツアー 〇 × × × × 〇 〇 〇 × ×
トランジット用簡易ビ
ザ又は免除制度
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